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１．生涯学習と学習情報提供

1970年に出された｢情報化時代の国民生活」（圧|民生活審議会調査部会情
報時代の国民生活小委員会報告）において，
情報化時代を迎えて，人々の欲求が高度化し，市民意識が増大するとと
もに政治や行政に人々の意見を反映させることが重要になってくる。した
がって，行政もこれに適応し、新しい動きに対応できる弾力性をもつこと
を迫られるであろう。このためには，国、地方がそれぞれ連携し，人々の
必要とする情報を随時提供するとともに……
とのべ，来るべき情報化時代における行政の役割を示している。
１０年後の1981年には，「豊かなる情報化社会への道標」（産業構造審議会

情報産業部会答申）が出され，その中で，
８０年代の情報社会においては，個人生活の充実に役立つ情報を個人が主

体的に選択できる情報システムの確立力望まれる。
これによって生涯教育，一般教養など多様な教育機会が得られるほか，

趣味・娯楽などの情報によ')余暇を有効に過ごすことができる。
とのべており，情報システムの確立により，広義の個人の学習生活の充実



饗特集生涯学習社会の総合診断

が図られるとしている。
1970年代前半にスタートした秋田県生涯教育推進体制をモデルとした，

わが国の生涯教育（学習）の体制づくりは，1981年に出された「生涯教育
について」（中央教育審議会答申)によって．全国に広がり，地方行政の重
点施策の１つとなった。
中央教育審議会答申においても生涯教育推進のための課題として，家庭

の教育機能の充実学校教育の弾力化と成人に対する開放，社会教育の振
興などとならんで，“学習情報提供・相談体制の充実”があげられている。
その中で，個人学習に対する配慮がますます重要になるであろうこと，電
話等を利用した情報提供・相談事業や，図書館や博物館におけるこの種の
機能の強化を図り，あるいは公民館における身近な情報提供・相談機能を
拡充すべきであること，そして，都道府県段階においては，生涯教育セン
ターなどの総合的な社会教育施設において広域的に学習に関する情報を収
集，提供したり，学習相談に応じ得るような学習情報センター的機能を充
実する必要があることなどがのべられ，生涯学習を推進するための具体的
行政施策の重要な部分を「学習情報提供･相談事業」が占めるとしている。
また，1986年に出された｢教育改革に関する第二次答申」（臨時教育審議

会答申）においても，生涯学習体系への移行の観点及び住民の自主的な学
習活動の促進の観点から，「学習要求の多様化，高度化や自由時間の増大、
学習者の日常生活圏の拡大に対応して学習情報のネットワーク化を図ると
ともに，とくに，学習者に対する情報提供，相談体制の整備など行政体制
の整備を図る」ことの必要性を指摘している。こうした行政の生涯学習体
制への取り組みとあいまって，1980年代に入り，エレクトロニクス技術や
新しい通信手段の進展が目ざましく，ビデオテックス,CATV等に代表さ
れるニューメディアの登場により，学習情報提供システムのハード面の構
築が容易になった。
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2．学習情報提供の推移と現状

文部省では，1988年早々に，都道府県における学習情報提供、相談体制
について①学習情報提供・相談体制に関する答申等の有無と内容，②整備
計画の有無と概要③実施している施策または事業について都道府県教育
委員会に調査を依頼しまとめたがその結果でみると，約半数の都道府県に
具体的プランがある。（表１）
1970年代から1980年代にかけて出された学習情報提供に関する行政施策

は表２の通りである。以下，その推移を具体的に記述することにより，我
が国の学習情報提供の実状を示すこととする。
(１)国レベルの施策
1971年の｢急激なる社会構造の変化に対処する社会教育のあり方」（社会

教育審議会答申)において，「……すべてのひとぴとが学習活動に参加しう
るように，各種の学習機会についての情報を提供するとともに……」との
べ，従来，このような学習情報提供に力を注いでこなかった領域に行政の
目を向けさせ、住民の学習活動を推進する重要な課題の1つとしてとりあ
げている。
ア．生涯教育情報提供事業補助開始,1971年

住民が生涯にわたって社会教育活動へ参加することを促すため、学
習活動への参加方法，施設の利用方法，団体への加入方法，その他の
社会教育に関する情報を収集し，整理し，情報資料集又はテレビのス
ポット放送により提供することを目的とした補助事業であり,1982年
からは，「生涯教育データバンク・情報提供｣として組み替えられてい
る。

イ．県立総合社会教育施設費補助開始、1978年
社会教育に関する情報提供，教材開発，学習相談，指導者研修，広

域事業等を総合的に行うことを目的とした施設を整備するのが目的で，
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｢学習情報提供・相談体制への取り組み状況及び将来計画に関する調査」
のまとめ

４６

表１

郁迩府鼎 答１１１．轍告．瞳‘農等 轄備計1町の概要 実施している施鋼または事業

北海道 ｢学習社会の実現を日術して」
(昭和60年３ｊｌ２８Ｈ北海道生涯
敏冑推進会峨報悔書）

ｏコンピューターを活用した学習
憎報システムの欄築
ｏ北海道社会敏育峰合センター(仮
称）の設硬

◎市町村とのネ･ソトワーク
ｏ民間等とのネットワーク化の検
討

ｏ昭和63～69年度

｢生涯敏育データバンク･傭報提供
企1曲I委員会」
｢生涯教育データ′<ンク事藁」
｢生涯敏育憎報提供事藁」

冑 燥 ｢県立総合社会敬肯センター(仮称）
のあり〃につL,て」
(昭*【161年２｝I27Il青森県社会
敏育委員会鋼）

ｏ総合社会教育センターにコンピ
ューターを設西し，学習惰報提
供システムを樽築
ｏセンターと市町村や公民館等を
′寺ソコンやファクシミリ守でネ
ツトワーク

○昭和63～67年度

｢唯涯教宵データバンク研究委員
会」

岩 手 ｢生涯敏冑演轍分額に間する研究
（試案)」
（昭和61年３〃唯蠅敏冑データ
バンク情報捉供企l剣運営委員会'j、
委貝会研究報告書）

｢生涯敏冑データバンク憎轍提供事
藁」

富 雄 ｢本県における唯抑敏fr情報提供の
あり方について」
(11N和60年ｌ川宮城県生涯敏育
データバンク企UIlj魯側会）

○パソコンを導入した学習欄報提
供システムを開発中（昭和60年
度～）
○社会数育関係機関との情側ネ･‘，
トワークの形成，市町+･Iとのオ
ンライン化を検肘

ｏ昭和60～69年度

｢生涯教官データバンク」（パソコ
ンの郷入，ソフトの開発）

〃夕／冊
１１１ ｢新しい山形叫立図書館の把赦燐

想について（符申)」
(咽和52年１１月291Ｉ山形県社会
敏育委員会鋼）

ｏコンピューター通憎を活用した
学習情報システムの桐築
ｏ生涯教育センター・県立図書館
(仮称）を学門愉報センターと
し，市町村の図賓館・公民館等
とオンライン・ネ" ′トワーク

○昭和62～65年旗

｢図書憎報データ′《ンクの按備」
｢公民館事篭の学禰杣眼体制の充
実」
｢生涯学習ネットワーク整備事薬」
｢データバンク慣鰍提供」

珊 烏 ｢本峨生il『:敬育幟地事業の整備拡
充と社会散介の役削」
(昭*1162年９タ13011慨島県社会
戦青委員の会蝋）
｢生き牲さした学習社会の形成をめ
ざし-て」
(昭和63年３ｊＩ３１Ｕ楓島県生涯
敏育推進金襲捉百）

ｏ生涯教育センター（股置を検討
中）を中心として，コンピュー
ターネットワークの形成，学習
慣報システムの構築（昭fI164年
度以降）

｢生涯敏育データバンク･情報提供
事業」
｢唯海学澗ｷI“事藁」
｢生涯学習ハント・プ,ソク」等の発行

栃 木 ｢生涯学習慣観提供・学腎相嬢｢窓
ｎ｣の鞍個について」
(昭釦63年１リＩ’主iIt敏育推進連
絡会鋼）

○学習織会や施般の傭報の収集．
整理・提供及び学習相麟に応じ
る機関を整飼(昭和62～65年度）

○全県的なネットワーク化（昭和
7()年度展望）

｢生涯敏冑禰報捉供･学習相麟機関
の整偏」
｢生涯学習ガイト.ブノクの発行」

郡 鴎 ｏ′母ソコン通信を活剛した学習情
報提供システムの轄傭

ｏ生涯学習センターを中心に市町
村の公民館守とネ･ソトワーク

ｏ県縫合体育センター．県敏育七
ンター．県中小
-．県消費肴七企業傭報センタンター．関係機
関等との竃話I‘】】線によるネ･ソト
ワーク化

○地域をホストとするローカルデ
ータバンク及び市町村間のネ､ソ
トワークの形成

○個人に対すみ′ぞソコンを利用し
た学洲情報システムの確立（喰
雌学習センター術導のＢＢＳ,竃
f-会議．通ｆメール等）

ｏ昭fU59～６５卿璽

｢学習情報提供システム繋備事業」
｢生涯学澗鼎蝿澗査」・「測連部局
生涯学習事業実施状況鯛査」
｢学習憐轍システム研究会」
｢'北揮学習カウンセラー饗成講座」
｢学習傭轍資料巣の発行」
｢生涯学習の手ウ｜第２集」-地域における学問傭轍・学習相
鱗の進め方
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都道府県 答申．観告，趣蟻等 整備計１曲iの慨要 実施している施策または事業
埼 玉 ｢情報化社会における本県の図宮鮒

博報ネソトワークシステムのあり
方につ､､て（建議)」
(昭和61年３月１１日埼玉県社会
敬育委貝会議）
｢埼玉県生涯学習推進に関する蕪
本的指針とその実施方策」
(昭和62年２月９日生涯学習を
進める埼玉県民会蟻）

ｏ昭和62年度に「図香航愉報提供
システム調査研究委頁会」を殻
壷し、検討中

｢図書館愉鰍提供システム調査研究
委貝会」

千 葉 ｢生涯教育推進体制の整備」
｢生涯教育データバンク」

東 京 ｢生涯学習傭観システムの確立につ
いて」
(昭祁59年８月29日第16期東京
都社会敏育委員会の会銀）
｢東京における生涯教育の推進につ
いて」
(昭和59年１０月２４日東京椰生iⅡ
敏育推進組麟会）
｢東京都における生涯教育推進のた
めの学校敬育」
(昭和61年１０月2８１１東京都唯洲！
敏育推進懇腋会）

ｏコンピューターを活剛した牛涯
学習システムを揖案一次開発（施設,事業 .人材 .団

体.サークノLα洛傭報）
二次開発（調査統叶．地図，施

設の空き，相賊・研
究の各愉報）

ｏ｢情報収集・提供」「肋首・刺1腋」
｢調査・研究」「交流」「遮絡.
鯛整」の機能をもつ生泄学習セ
ンターの設置

ｏ都庁内(事拳所含む)．区『1J町村
等に配置した増末から憤頗検索

｢東京都生涯学習情報システム基本
計画」の作成
｢都民ガイドプ,ソクの発行」

神奈川 ｢r学賀社会かなかわ』の実現をめ
ざして」
(昭和59年11月神奈川県生涯敏
青推進懸腋会）

ｏ生涯学習推進鰹璽会（学習・文
化憐報システム専門部会）で６３
年度から検討

ｏコンピューターを活剛した学習
傭報システムを憐築
(昭和63～66年度）

｢学習･文化情報システム整備事藁
サンプリング飼査」
｢生涯学習欄報収集提供事業」

新 潟 ｢新潟県生涯敏育推進基本構想」
(昭和60年３月新潟県生"《敬育
推逸会議）

｢学習情報提供事業」

富 山 ｢生輝学習についての報告寄」
社会環境の変化に対応する生漉学
習体卿lの整備-県民縫合大学校（仮称）桝想
(昭和62年３月富山県生避敏冑
推進温柔会）

○昭和63年度に中披的な学習機関
として県民総合大学校（仮称）
を設極
(一環として学習傭報のネ･ソトワーク1じこ一弘､て飼査研究を実施予
定）

ｏ図書館にコンピューターを導入
し．学習システムを構築
(昭和62～65年度）

｢盲山県生涯学習リーダーバンク」
の設置
｢生涯学習基璽資料集」の発行
｢テレビスポソト放送」

石 川 ｢いしかわの生涯敏肯」
(昭和5秤３月２９日石川県生瀝
敏育推進委貝会）

ｏ県生涯学習情報センターをホス
トとし市町村敏育委貝会．公民
館等でネソトワークを形成

ｏコンピューターを沽用した学習
傭報システムを楓襲

｢生涯敏育推進事藁(データバンク
事業)」
｢生涯学習ガイドプノク」

福 井 ｏ図讐館資料等のデータ入力（昭
和63～65年度）

ｏパソコン通信によるネソトワー
ク等学習情報のンステム化
(昭和66年度～）

山 梨 ｢生涯学習を促進する総合的かつ効
果的な憤報提供のあり方について」
(現在、社会敏育委貫会頗におい
て．春楽・検肘中）

｢生涯教育推進委貝会」
｢生涯教育情報提供事業(博報紙及
びテレビス鍼ソト）」

長 野 ｏ県教育センター生涯敏肯郎にお
いて．学習相醸窓口の充実
１．転員の増頁
２．研究開発事藁
３．学習傭報収集轄倫体柳Ｉ

｢県敏青センター生涯敏育部を般亜
し．研究飼査事棄,学習傭報提供．
学習相麟事葉を実施」
リーダーバンク，視聴覚バンク．
施設'くンク等の発行」
｢はがき，矼胎，面接等による学習
相談」
｢テレピスポ,ソト放送」

岐 阜 ｢岐阜県生涯教育の提言」
(昭和61年３月）

ｏ情報提供委貝会を股砥し、愉報
提供の内容や在り方の検肘

ｏ県に情報提供の拠点を般置し．
市町村の施設とネ･ソトワーク

○コンピューター通偏等によるオ
ンラインシステムの楓築

ｏ情報紙的テレビ放送，ガイドプ
ソク等の活用

｢生涯教育情鰍提供委貝会の設狂」
｢生涯教育博報提供(情報砥，テレ
ビスポット）」
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都道府県 答申、鰍佇，建識等 轆傭81.画の概要 典施して上、る施策または事業
紳 岡 ｏ学習憎轍研究会の触置（Ⅱ側和６２

ｆｌり災）
ｏ学習情轍コーナーを設置，学習
備報の提供,学習相談を開姑(昭
靴63年度）

ｏコンピューターを利用した愉傾
木･ソトワークシステムの検肘(昭
和“年度以降）

｢県民学習調査」
｢学習傭報についての鯛査研究」

愛 知 ｢生涯軟育傭報資料一はなのき遠
個」作成事業
｢婦人情報・相眼・交流コーナーの
股撞」

三 頃 ｢三噸鼎の'1』.j11蝋背のすすめ方」
(昭和59年３〃２７｢Ｉ三重県生涯
敦育体系化委貝会）

｢'1畠漉教育データバンク運営委貝
会」
｢生涯敢育推進会麟」
｢生涯收育傭報の発行」
｢生涯教育データバンク惰報提供亭
婁」

京 都 ｢市町村の生涯敏育を推進するため
に」(昭和61年１２月２３【Ｉ京都府生
涯敬青推巡眠県会学殖経験者等委
貝会報倍）

｢基建資料集の発行」
｢学習相麟事業」

大 阪 ｢'1罰I『敏宵の憎轍の収集･提供に閲
する叫体的･爽趾的冊究」
(昭和57年３ｊｌ社会敏育指導充
実強化事砿（文部省委嘱）報告）

○コンピューター通偲を活叩した｢学
謝憶撒システム｣(第一次システ
ム)を構築(昭和63～“年度）
ｏ府立文化情報センターを学習傭
組の中核センターとして位置づ
け．府民センター・市町村オン
ラインネットワークを形成

ｏ第二次システムとして府下の保
健所.府立図書館.その他民間の
禰報提供槻関などとネットワーク
(昭和“～73年度）

｢学習情轍提供システム」の検酎
｢府血文化憎鰍センターにおける学
習憐報の提供」

兵 庫 ｢兵庫蝿における推涯学習情報シス
テム整伽の〃Iｲﾘについて」
(昭和61年３ｊｌ６Ｕ兵庫県社会
毅育委貝の会蝦）

ｏコンピューター通個を活川した
学習愉報システムの構築
（11｛{和62～“年度）
ｏ'k派敬冑センターを学習傍観セ
ンターとし．市町の公民館等と
木･ソトワーク
ｏ他の郁遮府県のセンター，凶し
ベルの横関，民間の傭報センタ
ーとのオンライン化などネ･ソト
ワークを推進(昭和餌年度以降）

｢学習情報データベース作成基鵡検
肘委員会」
｢学判相眼基礎資料集作成事業」

和歌山 ｏ生慨敏冑情報データバンクの叶
llIli的な実施

鳥 取 ｢'k漉教育とっとり」の発行
｢生涯敬青情報テレピスポ･ノト放送」

岡 山 ｢岡山鼎における唯涯教育推進方
策」
(昭和62年３j l 26 I 1岡山県生涯
教育絶進会殿）

検肘‘I , ｢生涯敢育データバンク検肘委貫
会・専門委貫会」
｢生涯敏育ニュースコレクター般置」
｢生涯敏育情報資料の発行」

山 口 ｢山口県における生涯敏育の現状と
課題」
(昭和57年.３川山口大学生涯教
育研究グループ）
｢生涯敬育時代にむけての課題と提
言」
(昭和62年３川山口大学生涯教
育研究グループ）

計画策定中 ｢生涯敦冑デシシ稲報提供事蒙」
｢生涯敏青ニュースコレクター放置
事業」

憾 島 ｢生涯敬冑僧報提供事藁」
｢生涯敏育相賊亭藁」
｢生涯敢育情報提供(テレビスポッ
卜）事業」

香ｊ1１ ｏパソコンによる学習情鍬の収集。
提供（昭和62年度以降）

｢傭報提供・データバンク」事棄

愛 媛 ｏ県総合敏育センターにホストコ
ンピューターを級覆し．各市町
付の公民館等に股壷するマイコ
ンと疸鯵回線によりネ･ソトワー
ク（昭fﾛ63年度）

｢生涯学習傭報システム検討委頁
会」
｢生涯学習愉報提供亭凄」
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注：空欄は『椛併す‘,し』

表２学習情報提供に関する施策等の推移

都道府県 答申．銀告．建議等 整備計画の概要 実施している施鏑または事業
ｏ愉報システムのあり方呼を検討
するため生涯学習情報システム
検肘委員会を壷〈（昭判62～6４
年度）
ｏ傭報内容．ネ,トワークの拡充
(昭和64年度以降）

福 岡 ｢丑か．免・心を育て.活力ある地域社
会吟つくる」社会教育の握興方餓
について（建表）
(１１側fⅡ59年３列１５日縮岡県什会
救御委貝会の会鎮）

ｏ社会敏育傭報センターを学習情
報センターとし．市町村の中央
公民館とネソトワーク

ｏ，Lilm，各樋情報をカード化して
ファイリング、将来的にはコン
ピューターを導入して，学脚情
報システムを栂築

｢生涯敏育憐姫運営萎貝会」
｢生涯教育情鰍ネ，トワーク整備プ
ロジェクト」
予習情縄プラザ「東1町南北」の発
行

熊 本 ○生涯学習憐報提飼査委貝会を股
け．情報提供システムの整備に
ついて調査研究（昭和62年度）

◎学習情報提供検酎委貫会を股置
し，学習情報に関する基硬資料
を作成

｢生涯学習傭観提供システム整備調
査研究事藁」

宮 崎 ｢帆域レベノレにおける生蕪学習機会
ｸ)轆備について」
(H岬116()年３月３１日宮崎県敏冑
茜日食,iR）

○生涯学習憶報企画運営倭貝会を
股誼
○生涯教育県民意識鯛炎を火施
○情報提供資料，テレビスポ,‘ ′卜
放送等により学習情報提供を推
進

｢生涯教育情轍提供亭業」

鹿児島 ｢生趾敏育憎報の提供及び学習相
娘体制の確立」
( 昭 和 “ 年 ３ 月生涯敏育推進令
県）

ｏ県生涯教育センター（仮幹）建
3率怒のなかで．関係繊関・施
股，市町村等とのネソトワーク
を検討

｢生涯教育データバンク検討委員
会」
｢生涯敏冑データバンク傭報提供事
業」

; 中 縄 検討中 ｢生涯敬育データパンク憐報提供事
業」
｢学習情報資料集の発行」

年 代 凶 の 施 簸 地 方 公 共 団 体 の 施 策 民 間 辱 の 動 向
1９７０

１９７１

１９７６

1９７８

r摘轍化的代の隅民生活」
(ＩＮｌ、袖.､楢審議会調査部会情轍化
|Iキ代のいI民生活委員会報告）
｢芯､激さ･る社会欄遣の変化に対処す
る卜１．会敏育のあ')方について」
(社会敏育審議会答申）
L 側 嘩 醐助学詞摘報提供事薬間鋤

四屯網助県立錘合社会敏育施政費
問 鹸

多摩ニュータウンＣＣＩＳ(地域摘報
システム）夷賦閲姑
東生駒ニュータウンＨｉＯＶＩＳ(地
逮 摘 報 ン ス テ ム ） 実 敏 開 始

1９７９ ＣＡＰＴＡＩＮ東京都氏重野・三虜地
区実験開飴

１９８１ ｢生IlL敏冑について」
(11,央敏育喜迩会答申）
「億かざる憶報化社会への週禰」
(ｊ廟黛桐適審銀全禰報j唯業部会答
''１）

大 阪 府 立 文 化 燗 報 セ ン タ ー 開 般
｢杜会教育に関-する傭鰍妙一ビスの
拡允並びに……」
( 大 阪 r 1 j 社 会 教 冑 詮 貝 会 廊 兇 具'11）

ＩＮＳ(高度僧報通備システム）の擁
要発表

l９８Ｚ １日l申ｌｍⅣJ唯漉敏育推迩事業間好Ｉ 雌卑県111島町公民鰍↓ユ人の束（文
化 ・ 学 習 憤 報 の 提 供 ） 間 股

1兜３ ｲ山台 I 1 j 中央公民蝕憤鰍コーナ- -閲
眼

ＮＩＩＫテレキスト寅明化実敏放送

l 兜４ 文 郁 衡 社 会 敏 育 局 縄 唾 克 杜 河 糎 を
学 習 惰 組 鹿 と 改 粗 ・ 改 林

ｒ生准学習摘観システムグ〕姉立につ
いて」東京都社会敏冑委買の会璽
助 貢

ＣＡＰＴＡＩＮ商剛サービスの開始
チ ヶ ， ト ピ ア オ ー プ ン

１９８５ 文部省か長期敏青計画策定のため
の潤丘研究．教育，文化摘報ネ ‘
卜ワークンステム樽想開発嗣佳も川
死を‘阿蛾鼎・神戸市に委嘱
｢敏育における-字イクロコンピー:L-
ターの411用について」
(社会敏冑審議会放送教育分4 ;+会
鰍皆）
I 叫 立倣冑研究所教育文献データベ
ースオンライン検索利用サービス
閲 岫

「本県における生涯敏冑傭轍提供の
あ，）方について」̅県民の学習活動
を擾助するために
( 宮城県生涯教育データ ′ < ンク企
l山i委貝会報告）

放送大学学生受入閲姑 .8 . 1 57人入
学
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補助開始以来，この補助金で設置された施設数は８館である。これら
の中で,1986年の補助金を受けた群馬県生涯教育センターでは，開館
と同時に｢生涯学習データバンク情報提供事業｣に取り組み,こうした施
設における学習情報提供システム整備のモデル的事例となっている。
なお,平成元年度から｢生涯学習センター｣として予算も拡充された。

1981年に出された「生涯教育について」（中央教育審議会答申）は，生涯
教育の具体的施策化を求め，理論より実践（施策化）へと移行する口火と
なった。
ア．文部省社会教育局視聴覚教育課を学習情報課と改組・改称1984年
改組･改称した主要な理由の１つは，「社会教育における学習情報の提
供に関し，企画し，連絡調整し，及び援助と助言を与えること」であ
り，生涯学習における学習情報提供の重要性を具体的に示したもので
ある。

年 代 国 の 施 策 地方公共剛体の施策 民 間 等 の 動 向
1986 ｢救育改革に関する第二次答申」

(臨時教育審搬全符'11）
｢社会敏育施‘策における学洲情報の
拠供の在り方」一rIj町村の施設を
中心にして-
(樹木県生涯敏冑推進会鐘報告
書）
｢兵庫県における生涯学習情報シス
テムの整憤の方向について」
〈兵庫県社会敬冑委貝の会議答
申）
「ニューメディアと大飯1Ｗの社会
戦冑」
（大阪市社会敬育委員会嬢意見具
申）

1987 ｢生涯学習とニューメディア」
(社会教育審議会敏育メディア分
科会轍告）
I鼠l庫補助学習憶憾紐供システム整
燭事業開始
(群馬県．兵庫県）
IEI立婦人教育会鯨刷人敏育情報セ
ンター関所
国立敏育会館敏育槽轍サービス事
業開始
｢微行改峨に関-ｳｰる縞二次祷申」
(腿時敏育審鎖会杵'１１）

群嶋県生涯学習データバンク情報
提供開始
兵庫県学習情穏提供システム開姑

ＮＨＫ衛星放送（２チャンネル)開
始
全国文化学葡情報提供機隣ネット
ワーク会磯発足

1９８８ 文部省社会教官Adが唯洲学習局と
改組・改称
｢生涯学習関連施般のネ･ゾトワーク
形成に関する懇腋会中間報告書」
(生涯学習関連施般の木･ソトワー
ク形成に関する舶服会）

｢学洲情報提供システム基本計画」
（冑轟県敏育委貰会鍍定）
｢女性敏宵愉報センターの基本構想
について」
(名古殿市婦人敬育情銀センター
建般調査委員会鍬告）
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イ．文部省が「長期教育計画策定のための調査研究，教育・文化情報ネ
ットワークシステム構想開発調査研究」を宮城県及び神戸市に委嘱
1985～1986年
「地域における各種文化事業サービスの充実や文化・スポーツ活動

を促進するためのニューメディアを活用した情報ネットワークシステ
ムの構築は，２１世紀をめざした高度情報化社会に対応するために不可
欠な施策であり，また，今般の教育改革の基本的視点である生涯学習

（１）
体系への移行の重要な基礎になるもの｣と考え，モデル圏域を設定し，
地域社会における教育・文化情報ネットワークシステムの在り方を調
査研究したもので1987年７月に報告書が出された。
1986年の「臨時教育審議会第二次答申」では，２１世紀への教育目標
としての「生涯学習体系への移行」のもとで，①社会教育行政の総合
的見直しと②自主的学習活動の促進の中で，生涯学習における学習情
報提供システムと力ざ大きな柱として打ち出されている。
ア．文部省社会教育審議会教育メディア分科会が「生涯学習とニューメ
ディア」を報告，1987年
各種のメディアを利用することの有効性を考え，メディアの有効な
利用によって，より多様な教材や情報の提供学習方法の多様化など
が可能になるとし，生涯学習を支える教育情報システムのモデルを示
している。
①社会教育施設内教育情報システム
②地域の社会教育教材提供システム
③家庭への情報提供システム
④地域の学習機会情報提供システム，図ｌ
⑤都道府県レベルの学習機会情報提供システム，図２
また，地域教育情報システムの例として①コンピュータ通信を利用
した学習情報ネットワーク（干葉県旭地区)OHI-OVISにおける教
育利用の実験（奈良県東生駒）③地域CATVの利用（北海道池田町，
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図ｌ地域の学習機会情報提供システム
模
野
的

生活■レベル
社会教育
学習のための二次摘佃の提供

親
分
目 メ デ ィ ア が 果 た す 楓 能

Ⅱ
、／

、
一一／、

図２都道府県レベルの学習機会情報提供システム

規 模 ： 都 道 府 県 レ ベ ル
分 野 ： 社 会 教 育
目的：学習のための二次情報の提供

学 習 情 報 セ ン タ ー
（都道府県レベル） 他分野の

弄夕ベース
匡 か ◎都道府県レベルの

学習情報の収集
ｏデータベースの構築
ｏコンピュータ通信等

による情報提供

他地域の
データベース

〃〃
地域の学習鰹
情報提供ノス

活圏しべ
地域の
学習機会
情報提供
システム

o生活圏レベルの
学習情報の収集

◎データベースの構築
･情報提供

■ 子 広 報
(一般向けの傭報）
◎教育委員会ニュー
ス
◎町の行事ニュース
ｏシステムの申1用ガ
イドなど

データベース

(分野別の中・長期的
憎輯）
。 … 内
｡郷土のデータ
◎図■傭領
ＯＡＶ資料傭報
◎学習グループー覧

など

竃子メール
(■人間・施設
間の情報交換）
ｏ会合の約束
◎特却報の交
換
◎事務連絡

など

公 共 機 関
県立教育機関等

からの傭報

民 間 穣 関
カルチャー・センター‘
マスコミ等からの

情報
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栃木県茂木町,奈良県下市町)@CAPTAINによる学習情報の提供(東
京都武蔵野・三鷹地区）⑤教育関係者対象のコンピュータ通信（北海
道札幌地区）の５つをあげている。
イ．学習情報提供システム整備事業補助開始，1987年
都道府県と市町村が連携して県内の学習情報提供・相談体制を整備
することを目的とした事業で，県は①学習情報提供システムの運用に
ついて連絡・協議するための委員会の設置②学習情報データベースの
作成③市町村及び住民等への学習情報提供の実施④学習情報提供シス
テムを有効に活用するための資料の作成を行い，市町村は①学習情報
収集・整理②住民への学習情報提供・学習相談事業等の実施③学習情
報ガイドブックの作成を行うものである。補助開始年度は群馬県と兵
庫県が実施した。
ウ．国立婦人教育会館教育情報センター開所，1987年
内外の婦人及び家族に関する情報資料を収集・整理・提供するとと
もに，コンピュータによるデータベース作成〔和書（婦人団体資料，
地方行政資料を含む)，洋書，和雑誌記事の３種類〕や情報検索サービ
ス（著者名，書名，キーワードから検索可）を行い，婦人の学習・調

（２）
査研究に必要な情報資料の利用を促進することを目的に設置された。

エ．国立教育会館教育情報サービス事業開始,1987年
1985年に電算機を導入し，データベースの収集・整理を行い，当初

は５分野のデータベースであったが､現在は,教育統計データと人物．
（３）

文献情報データベース（５種類）とで運営されている。
オ．臨時教育審議会第三次答申，1987年

生涯学習の基盤整備を進める時に，情報化時代をにらんで，「教育・
研究・文化・スポーツ施設のインテリジェント化」は不可欠な要素で
あると打ち出している。

(2)地方公共団体の施策
生涯学習の基本は，学習者を一定のカリキュラムの枠内に押し込み，出
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来上った定食型メニューを強制することではなく，学習者がそれぞれの学
習のニーズに従って，自分に適しているコースを多様な選択肢の中から自

（４）
主的に選択できることが理想であるとされている。
地方公共団体は，地域住民と深く結びついた行政施策を推進する立場に
あることから，1980年代に入り先導的．試行的な施策が展開されることと
なった。
ア・大阪府立文化情報センター開設1981年
文化，学習情報を提供し，文化活動及び生涯学習を推進するととも
に，各種の情報を媒介として未知の人々の交流を深め，文化創造の芽
を育てる場となることを目的に府教育委員会と府企画部（現生活文化
部）との共同事業として，都道府県レベルでは全国で初めての施設と

（５）
ソフトウェアが誕生した。情報の保有件数は表３の通りである。

表３大阪府文化情報センター情報保有件数
(昭和63.3.31)

イ．「社会教育に関する情報サービスの拡充並びに……」（大阪市社会教
育委員会意見具申),1981年
1970年代の後半から生涯教育に関する答申．建議等は多数あるが，

学習情報提供のみを取り上げ，主題として検討したものは，この大阪
市の意見具申が最も初期に出されたものである。拡充方策としては，
社会教育行政独自のメディアによる社会教育情報の提供や学級.講座
講演会、行事などの社会教育事業への参加を促す情報の充実など９項
目をあげ，また，検討課題としては①社会教育に関する体系的な情報
サービスのあり方②視聴覚メディア等を利用した情報システムのあり
方をあげている。

’

１
施 設 見 学 事 業 グループ 人 材 教 材 計

データ件数 2,120 480 4,139 3.300 720 ２，５９１ 1３,３５０
デ ー タ 数 6３,６００ ４,８００ 206,950 3.300 ２.１６０ 2５．９１０ 306.720
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ｳ．川島町公民館・ほんの家開設（文化・学習情報の提供)，1982年
公民館を中心とした町民への学習活動・クラブ・サークル活動にや

や停滞がみられるようになったのを打破する方策として，住民の学習
エリアを拡大させるため，集合学習の援助路線から，個人学習の援助
に切り換え,｢住民が家庭での学習や近隣の市町村で行われる各種の学
習的な催し等に，積極的に参加して，自己学習できるようにとこれら
に関する情報を収集し，提供することにしました。すなわち，公民館
等が主催する学習会や講演会には限度があるから，外に出かけたりし

（６）
て学ぶ自己学習に対して手伝いをしようというのが趣旨です」という
スタンスのもとに図３のようなシステムでスタートした。

図３文化・学習情報の収集と提供のシステム図
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５６特集生涯学習社会の総合診断
エ．仙台市中央公民館情報コーナー開設，1983年
市レベルで，コンピュータを導入した学習情報提供のシステムに取
り組んだ先進地であり，モデル的存在として，その後に開設された県
レベル，市町村レベルの学習情報センター（コーナー）等に多大の影
響を与えた。
仙台駅東地区再開発計画により，中央公民館，図書館，情報センタ
ー機能を併せ持つ市民文化センターが建設され，本格的な情報コーナ
ーが開かれた。1988年には５年間の実績を踏まえて，①中央公民館の
コンピュータをレベルアップし，従来の文字，数字等のコード情報に
加えて，写真・図形等のイメージ情報をも取り込める新システム②地
区公民館（３館）とのネットワークシステムを基礎とした「公民館地
域学習情報ネットワーク｣の構想のもとに第二の道を歩みはじめた(図

（７）
４）。情報の種類と内容は表４，提供のためのメディアと情報は表５
のとおりである。
オ．学習情報提供システムに関する地方公共団体の答申等（1984年以降
で，学習情報提供を主題としたもの）
（うう「生涯学習システムの確立について」（東京都社会教育委員の会議
助言)，1984年

（ｲ）「本県における生涯教育情報提供のあり方について」墜県民の学習
活動を援助するために"(宮城県生涯教育データバンク企画委員会報
告)，1985年

（ｳ）「社会教育施設における学習情報提供の在り方｣-市町村の施設を
中心として-（栃木県生涯教育推進会議報告書)，1986年

（工）「兵庫県における生涯学習情報システムの整備の方向について｣(兵
庫県社会教育委員の会議答申)，1986年

（ｵ）「ニューメディアと大阪市の社会教育」（大阪市社会教育委員会議
意見具申)，1986年

（力）「学習情報提供システム基本計画｣(青森県教育委員会策定),1988年



図４公民館地域学習情報ネットワーク構想図
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５８特集生涯学習社会の総合診断

表４情報の種類と内容

「葹一司駕先他蝋""i''Wf@,雛等も）
「菫-司熱象受駕鯉時手鰐震驍‘“
「団一珂鑿先f灘洲繕醗時關鯆動覇対象
「スー司塵総先“方法対象樵灘分野指導方法
「幕̅丙̅珂見学文化財催事資格臘報源｡ゞ
表５提供のためのメディアと情報

０ ■ 一 一 ̅ 口 ■ 一 一 画 = = ̅ = ̅ ̅ Ｉ

施設情報｜文化・スポーツ・レク施設研修施設
二三二三三三ｚ二二三三二宙

事業情報｜公共機関主催事業民間社会教育事業
浬軍淫藻淫毛至笥
団体情報Ｉサークル各種協会・団体
室淫淫淫弓ﾆﾆｪ笥
講座案内｜短期間の講座カルチャーセンター
三二浬二二浬ｚ浬寓
施設概要｜写真施設平面図地図
淫諸諸淫殆淫毒琵司
催事｜行事予定各種催事・イベント講演会

Ｑ 一 一 一 一 一 画 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 = 一 ・ - 一 - 一 一 一 0

0 - 一 一 一 一 ＝ 一 画 一 ＝ 一 一 一 一 毛

億詞洩f雪情”問｡主権砿傭※
同鰯鱒障塞詞奮認蝋瞥
応燕聯診↓Ｆ蒜司令-ﾙ傭…．
（ｷ）「女性教育情報センターの基本構想について」（名古屋市婦人教育
情報センター建設調査委員会報告)，1988年

力．群馬県生涯学習データバンク情報提供開始1987年
群馬県の生涯学習提供システムは，1984年に策定された「群馬県生

涯教育推進基本構想」を基に具体化したもので，1987年から開始され



学習情報提供５９
た国庫補助事業「学習情報提供システム整備事業」を受け，県立生涯
学習センターの開館とともにスタートしたものであり，生涯学習セン
ター内に置かれた生涯学習データバンクをホスト局とし，パソコンと

（８）
電話回線を用いた学習情報ネットワークシステムを組んだ。1984年を
起点とする生涯学習情報システムの年次整備計画は表６の通りであり，
また，開設年度における生涯学習情報提供ネットワークシステムの構
想図は図５の通りである。データベース12分野についての収集対象，
収集方法，主な内容，主なフィールド名，更新周期，件数は表７の通
りである。

キ．兵庫県学習情報提供システム開始,1987年
兵庫県の学習情報提供システムは，県社会教育委員の会議答申「兵
庫県における生涯学習情報システム整備の方向について」(1986年)を
基に，群馬県と並んで，初めての国庫補助事業「学習情報提供システ
ム整備事業」を受け，既存の県立嬉野台生涯教育センターに学習情報
センターを開設した。今後の取り組みとしては、1989年に全県ネット
ワーク化を図ることとし，システムアップについては，次の事項を検
討することとしている。①対象情報の拡大②メール機能の拡充とパソ
コン通信への対応③近隣他府県及び国の機関・民間・団体等とのネッ
トワーク化④異機種端末への対応⑤音声応答への対応⑥キャップテン

（９）
システムとの連携。



“ 特集生涯学習社会の総合診断

表６学習情報システム整備年次計画
(群馬県）

(計画の概要）
1．昭和62年度～昭側65年度でパソコン通信を活用した全県的な学習情報提供システムを
整備する。（パソコン通信ネットワーク）
２．群馬県生涯学習センターを中心に，市町村の公民館等とネットワークを形成する。
３．県総合体育センター，県教育センター，県中'1,企業情報センター．県消費者センター，
関係機関等と矼話l''1線によるネットワーク化を図る。
４．地域をホストとするローカルデータパンク（同一市町村内）及び市町村相互閲のネッ
トワークを形成する。
５．個人に対するパソコンを利用した学習情報提供システムの確立｡(群馬県生涯学習セン
ター指導によるBBS,電子会議，電子メール等）
６．学習情報の件数（62年度）人材・団体・事業・施設・催し物・見学・学校・資格・個
人学習・教材・資料・情報源の1２分野，その他計約11,000件
7．総事業経費（62年度・国庫補助を含む）2269万円
(年次計画）

(昭和59年度） (昭和60年度） (昭和61年度）
１ 年 次

<昭和62年度）
２ 年 次

(昭和63年度）
３ 年 次

(昭和64年度）
４ 年 次

(剛和65年度）

肌生帷学判セ
ンターの建設

･体系化委貝
会答申
･群恥雌生雌
教育椛j他紙
卒柵惣
･廸設聴本計
両策定委側
会発足

･趨股計1劃報
杵書

(符申）・聴本岐計

･生涯数育セ
ンター準備
委員会発足
(７名）

☆言＝ニーニニ舌ウ
工事着工

ニニ幸二霊‘☆
開航

システムの開
発

☆言幸二＝＝☆
･学習情報シ
ステム研究
会
(システムの
検肘）

・システムの
具体案の検
討

年ｇ☆
データ
バンク
基単作
成検肘
委貝会

昭和62年度．
文部省くシス
テム整備事
業》

☆g呂呂ｇｇｇｇｇｇ＞
･県データパ
ンク推進委
員会
・ローカルデ
一夕バンク
システムの
開発

霊ニニニ＝毒ニニ＞

・市町村相互
のネ､ソトワ
-ク形成
･個人学謝慣
ムの開発

呂邑ニニニー圭弓呂1＞

銀提供システ

コンピュータ
の導入

･基礎資料収
集

☆号二:〉
10.28業務開始
【32ビ．i,卜機
2台.16ピッ
卜機４台】
･データ収集

呂呂ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ幸〉

・データ追加
・更新

言三三宮巽幸三幸:＞

･データ追加
･更新

＝二率ニニー幸〉

･データ追加
・更新

I↑imJ村とのネ
‘ソトワーク
(賑帥'1線利用）

(市町村への
説明）
☆言ニニニニニ言ニニ:＞
１０市町村と
ネ･ソトワー
ク化
(３月完成
予定）

(市町村の

・県単事業で
学習情報提
供システム
整備事業を
継続予定
(年10市町村
補助）

窓口整備）
--‘---------＞

･同一地域内
のローカル
データバン
クシステム
形成(予定）

-------．----＞

・I1j町村相且
間のネット
ワーク形成
(予定）

間係部局，機
間とのネ･ソト
ワーク

・関係機関．
部局と協嬢

･消費肴セン
ター等との
ネットワー
ク形成

(予定）
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表７学習情報提供システム情報分野内容一覧表「63.3.1現在」（群馬県）

[豪必要に応じてデータメンテナンスを行う.］

[番号］
分 野 名 収集対象／収集方法 主 な 内 容 主なフィー

ルド名
更新周期
[件数］

[1］
人 材

学習・文化の分野で広域的に活動している指
導者で．行政・教育関係機関・企業等から推
腕され，本人の登録承諾か得られた者。
登錬"l紙を本人宛に郵送したり，来館時に記
入してもらうなど。

学習・文化に関する
講師等
学習ボランティア
スポーツ指導員

など

氏名
現住所
専門分野
地域(指導）
所有資格
活動歴

1年

[2000］

[2］
団 体

学習・文化の分野で広域的に活動している団
体で，行政・教育関係機関・企業等から推薦
され，登録承認か得られた団体。
市町村で収集，来館時に記入，など

文化団体
青少年団体婦人団体
老人クラブ
公民館の学習グループ

など

分野
名称
般立年月日
入会方法
特色

1年

[1600]

[3］
事 業

広域的に，一般県民を対策とした，組織的．
縦統的事業（学習プログラムを含む)。
知事部局，教育委員会，市町村，民間から幅
広く収集する。

文化講座
高齢者教室
消費者生活セミナー
家庭教育学級
大学公開講座など

分野
名称
期日
対蚊
会場

随時

［250］

[4］
施 設

文化・学習に関係の深い施設。
側盗票を送付し，記入してもらう

文化施設，福祉施般
社会敏育施設
スポーツ施設なと．

名称
所在地
休館1Ｊ

３年

[700]
[5］

催 し 物

主に，県域の単発的事業，イベント
各機Ⅲ1の広報から提供してもらう。

コンサート
演劇
各 穐 大 会 な ど

名称
主催者
連絡先

随時

[150]
[6］

見 学

主に，国指定及び県指定の有形，無形の文化
財等（主に県内のもの）
各神資料，出版物等から。

史跡．文化財，名勝
産業（企業）
天然記念物

なと．

名称
所在地
料金
内容

３年

[450]

[7］
学 校

生ilf学習を進める上で，一般県民か学習機会
を持てる学校。
人学案内等を送付してもらう。

専修学校，各種学校
県内大学及び短大
特色ある学校

なと･

分野
名称
所在地
生徒数

１年

[1400]

[8］
資 格

生涯学習を進める上で，一般県民か学習し，
資格取得か可能な試験。
出版物から。

国家試験，検定試験 分野
名称
内容
受験資格

１年

[350]

[9］
個人学習

生涯学習を進める上で，一般県民か受講でき
る制度。
出版物．入学案内等から。

通信教育，放送大学 分野
名称
屈俸期間
入学条件

1年

[300]

[10]
敬 材

県視聴覚ライブラリーの教材（１６ミリ等)。
機器．敬具
県視聴覚センターから提供してもらう。

学校教育用映画
社会教育用映両
１６ミリ映写機
Ｖ Ｔ Ｒ な ど

登録番号
腿名
規格
内容

1年

[１５００]

[１１]
資 料

生涯学習に閲する資料（図書，報告書等)。
図嘗，県内及び他県からの送付を受ける。

生涯教育研究報告嘗
生涯教育の理論や実洩

など

名称
発行所
内容概脱

１年

[2500]
[1２]

情 報 源
県域にわたる生涯学習に関する詳細情報の情
槻源
あらゆる方miから収典する。

資格試験・採用試験の
諸手続き
所輔の紹介。

など

名称
内容
所鞘
対策

随時

[５0]



図５学習情報ネットワーク構想図
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一般パソコン通信
【 群馬県生涯学習センター】収集 -

一一一
《 慣 輔 内 容 △ 』 閉 件 》

】 人 艸 憎 報
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４ 施 股 摘 閲
５個し物憎側
見学慣報

《情報の内容（合叶約10.0”件）》
人 材 情 報 ７ ． 学 校 情 報
団 体 情 報 ８ 資 格 情 報
事 藁 情 報 ９ 個 人 学 習 情 報
施 設 傭 報 １ ０ ． 教 材 傭 報
値 し 物 傭 報 １ １ 資 料 情 報
見 学 情 報 】 ２ 憎 報 源 情 報

《情報の内容（
人材情報
団体情報
事藁情報
施設傭報
値し物傭報
見学情報
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学習情報提供砲

3．学習情報提供の課題

(1)学習情報システムの構築
1980年代はニューメディア(ビデオテックス,CATV,コンピュータ等）

の登場により，新しい通信手段が著しい発展をとげた時代である。新しい
メディアの発達は，従来の情報の流れを，一方通行から双方向通行に変え
る働きをした。今後，生涯学習センターに設置されるであろう学習情報セ
ンターを中心とする学習情報提供システムについては，生涯学習に関連し
た公共施設（図書館，博物館，体育館等)や民間の学習情報機関などとの，
県内は勿論のこと県域を越えるネットワーク化を図る場合，ニューメディ
アを導入したシステムを構築せざるを得ない状況にある。
「生涯学習とニューメディア」の“報告”では，この点について①使いや

すいシステムの設計をあげ，まず「利用者の使いやすさを優先すること」
が大切で，構想の段階から十分にこの点を配慮することを指摘している。
また，システムの維持，管理が容易であるシステムの設計が大切であると
している。②システムが陳腐化しないよう将来のシステム拡張の可能性も
考慮して，ハードウェア・ソフトウェアの導入や開発を行うこととしてい
る。③ネットワークを形成する時は，そのシステムの目的に則して，どの
ようなメディアを用いるかを検討することとしている。
（２）学習情報の整備（データベース作成）
学習情報は，新鮮で精度が高く，良質な情報を，迅速に伝達されてはじ
めて有効な情報として活用されるものであり，ニューメディアの著しい発
達により，瞬時にして情報を受けることが可能になっても，情報そのもの
が陳腐なものであったり，社会的に問題となるようなものであったりした
のでは，その存在の意義はない。
山本恒夫は，今日の状況下での学習情報提供の課題として次の四項目を

ｑｑ

あげている。



“特集生涯学習社会の総合診断

①学習情報の分類基準の統一
②最新の情報を入手し，提供するためのデータ収集
③学習情報と学習者をつなぐ学習情報の処理及び相談を担当する人材
の養成

④学習情報提供事業を十分に活用しうる学習方式の開発
コンピュータ処理によるデータベース作成上からも，①の分類基準を統

一させることは緊急の課題であり，特に，全国的レベルの視野でネットワ
ークシステムを構想した場合，この問題を解決することは不可欠の要素で

ある。
また，学習情報の中の「人材情報」の取扱については，他の分野の情報
とは区別した慎重な対処が求められる。
仙台市中央公民館情報コーナーでは，この「人材情報」について，基本
的問題点の整理を行い，人材の概念，人材情報を収集・登載する基準，プ

（11）
ライバシーの保護,情報の管理などについて｢人材情報提供事業実施要項」
を定め，それによって運営している。課題としてはこの他に，著作権の問
題，情報の対価の問題，学習相談とリンクさせる問題，ネットワーク化の
問題等多くの課題を抱えているが，民間も含む学習情報等を提供している
諸機関によって1987年に発足した全国文化・学習情報提供機関ネットワー
ク協議会が，今後重要な役割を果すことにもなろう。

注
(l)文部省｢教育文化情報ネットワークシステム構想モデル地域調査研究報告書｣1978
年 , P l

(2)国立婦人教育会館「婦人教育情報センター利用のしおり」リーフレット
(3)国立教育会館「教育情報サービス事業」リーフレット
(4)市川昌「学習情報の提供と活用」実務教育出版1987年P71
(5)大阪府「大阪府立文化情報センター概要」1988年
(6)国立社会教育研修所「生涯教育実践事例集」1984年,P69～７０
(7)資料「仙台市公民館地域学習情報ネットワークシステム」



学習情報提供６５

群馬県教育委員会「パソコン通信による学習傭報提供システムの手引き」1988年
資料「兵庫県学習情報提供システム整備推進事業」1987年
山本恒夫「視聴覚教育指導者講座」文部省1988年P105
(7)と同じ
なお，引用した答申等は発表時における公表寅料によった。

(8)
(9)
(10
01)
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